
ア メ リカ,カ ナ ダ研 修 ル ポ

奥 平 志づ江

1.は じ め に

9月 の初旬か ら2週 間,主 に北米大陸の東部海

岸に沿って旅 をした。自由国民会議(自 民党)の

海外政治,経 済研修団に参加 したことで,各 都市

の連邦,州 議会,政 党本部,在 外 日本公館 ,国 連

代表部への公式訪問で忙 しく窮屈 な面 もあったが,

アメ リカは17年 振 り,カ ナダは初めてであったた

め,認 識を深め,学 んだことも多 く,有 益であっ

たと回想している。出発前 日の夕刻に成田の全 日

空ホテルに集合 して日本交通公社の旅行 日程 と手

続きについてのブリーフィングがあり,団 長(参

議院議員,井 上卓氏)と 副団長(同,永 田良雄氏)

の挨拶 と団員(29人)の 自己紹介で結団式 を終 り,

夕食と団長主催の晩餐会で初 日を過 した。翌朝は,

ホテルで朝食を済 ませて成田発11時20分 の全 日空

NHOO2便 でワシントンへ直航,3時 間余で 日付変

更線を通過 して,ワ シン トンDC(東 京 と時差13

時間)の ダレス空港に着いたのは,成 由発の日時

と殆んど同 じ9月10日 の11時 頃である。飛行時間

も約13時 間で,此 の間に機内で昼,夕,朝 の三食

を済ませ睡眠不足のまま,ワ シン トンでの行動を

始めた。以下,各 地で見聞 した体験 と知識の概略

を述べ る。

2.ワ シ ン トンDC(特 別 区)

ダ レ ス 空 港 か ら特 別 バ ス で ハ イ ウ エ イ(空 港 か

ら市 内 へ の専 用 道 路)を1時 間 近 く走 っ て,チ ャ

イ ナ ガ ー デ ン で 昼 食 の後,広 大 な(約200ヘ クター

ル)ア ー リン トン墓 地(ア メ リカ 国 民 の 英 雄 と第

一 次
,第 二 次 世 界 大 戦,朝 鮮 戦 争,ベ トナ ム戦 争

の戦死者が葬 られている)に 次いで,ペ ンタヨン

(国防総省)の 巨大な五角形のビルを右に見て左

に迂回し,ポ トマック河 とワシン トン運河を跨い

で市内中心部に入った。ア メ リカ合衆 国の独立

(1779年)後 間もな く,初 代大統領 ジョージ ・ワ

シン トンは首都をフィラデルフィアから此の地に

移すことを決定 して建設 を始め,1800年 に第2代

大統領ジョン ・アダムズが土埃の舞 う未完成のホ

ワイ トハウスの最初の住人になった と言われる。

ワシン トンDCは メリーラン ドJhlとバー ジニア州

に挾まれた小地域で,行 政的には連邦直轄の特別

区であるが,他 の諸州 と同格の地位にあ り,1974

年に住民の選挙で初代の市長が選ばれた と聞いて

いる。町並は整然 と区画 され,緑 豊かで落着いた

街 とアメリカ人が誇 りにしているの も頷ける。夏

は高温,多 湿で寒暖の差が激 しい此の地が首都に

選ばれたのは,大 西洋に開 くチエサ ビー ク湾に50

粁と近い要衝の地でもある故と聞 く。市街 は自然と

建造物が美しく調和 し,幾 つかの広場から放射状

に延びる固有名詞(州 名など)の アベニュニ と,

碁盤の目に交差する数字(東 西)と アルファベ ッ

ト(南 北)の ス トリー トで区切 られているので,

番地表示が判 り易 く,桜 並木(日 本から移植 され

た)に 河畔を縁 どられたポ トマ ック島を挾んで南

北に広がる大公園のような街 である。デュボン広

場か らマサチューセ ッツ ・アベニュー を西北へ,

自然公園近 くの森に囲まれた閑静な所にある日本

国大使館(写 真1)を 訪れた。松永信雄大使のお

話しの中から,最 も印象に残ったことを抜粋 して

みる。

私がここに居 りまして肌で感 じますことは日本
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写 真1ワ シン トン 日本 国大使 館

とアメリカの協力関係が円滑に進 まないと,日 本

の経済,政 治,防 衛に十分な保障が得られないか

ら,繁 栄 と安定 も進められない。ブ ッシュ政権か

発足した(1月20日)頃 には,昭 和天皇が亡 くな

られて,天 皇の戦争責任に対す る論議がアジア,

ヨーロッパ等で再然しており,特 にアメリカか ら

は誰が大葬の礼(2月24日)に 参列するか,日 本

は勿論,世 界中が注 目してお りました。ブ ッシュ

大統領は,就 任後僅か一 日余 りで国務長官同伴で

参列することを決定 しました。このことは,ま さ

に日本がアメリカにとって,如 何に重要であるか

ということを大統領か非常によく認識 された結果

の結論だ と理解 している。大葬の礼に行かれる途

中,ア ンカレッジでの記者会 見で 「天皇の戦争責

任については国際的な問題になってお り,ブ ッシ

ュ大統領 自身も前大戦では 日本の軍用機に撃ち落

され九死に一生を得ているのに大統領 として参列

するのは間違っていないか」 との質問に,大 統領

は即座に 「自分,ア メリカの大統領にとつて大事

なことは,現 在と将来であり,そ れを考えれば,

日本 とアメilカ の現在 と将来に 日本がいかに重要

であるかを認識した為の結論であるか ら自分の決

定は間違っていない」 と答えたと聞いて私は大変

感動 した。これは大統領だけでなく,政 界,財 界

で指導的立場にある人達 も同様に理解していると

思う。アメリカは大国で,日 本の面積の25倍,人

口は2倍 もあ りますか ら,場 所によって,人 によ

って,日 本に対する考え方,見 方 も非常に違いま

す。そのような,批 判 と親近感が復合されてアメ

リカの日本に対する考え方,見 方 となるわけです。

マスコミは,よ いニュースや成功 した例 より,悪

いニュースや失敗談 を伝える傾 向があることを皆

さんは理解 して貰いたい。私は 日本車を使ってい

る人に偶々 「貿易が赤字になっているのに何故,

日本車 を買うのですか?」 と聞 くのですが,「 日

本の自動車がいいか ら,政 府が何 と言お っと,

私は断然,日 本車 を買 う」 と言われました。また,

中国の天安門事件に対する人権問題に関する感覚

が 日本に比べ るとアメ リカは鋭敏であると思いま

す。その後,パ リーサ ミットもあ り,コ ロンビア

の麻薬問題に世論の関心が行ったために,中 国に

はそのシグナルか充分届かなか ったようです。関

西空港の建設に絡む談合問題か ら起 きた日米構造

協議では 日本の排他的な商慣行が非難 されました

が 「ケイレツ」 「ダンゴウ」は既に英語になって

お ります。 「スーパー301条 」の適用品目に 「スー

パーコンピューター,人 工衛星 木材」の3品 目

が定め られた。 「日本では何故,木 材に関税 をか

けるのか」 と聞かれ るか,何 が不公正かの基準の

問題で議論があります。その他,麻 薬,環 境 住

宅,教 育,外 交,イ ンフレの問題 とカンボジヤ,

中南米の状況について も色々説明されました。松

永大使のお話 しを聞いて国の代表 としての責務は

大変な ものだと実感 した次第である。

官庁街の一角にある民主党本部 を訪れた際,ジ

ョン ・ディーンズ議員は民主党の党内状況 と,大

統領選挙や連邦議員の選挙で,事 務局が広報活動,

資金集め(法 定限度額までの),候 補者の選定で如

何に苦労 しているかの裏話しを披露されました。

:.街にある共和党本部では広報担当のグラハム

・パターハム議員が党内事情 と活動の状況につい

て説明されてか ら,昨 年の議長報告書(英 文)を

参考にと各人に配られたが,民 主党 との違いを十

分に理解することはで きなかった。共和党は奴隷

制度に反対する進歩的な(注 二現在は保守 とみ ら

れる)連 合体 として1854年 に結党され,1860年 に
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エ イ ブ ラハ ム ・リン カー ンが 同党 初 の 大 統 領 に選

ば れ た こ とを強 調 され た こ とは 印象 的 で あ っ た
。

そ こ で,両 党 の 違 い は シ ン ボ ルマ ー クの ロバ(民

主 党)と 象(共 和 党)か ら想像 す る以 外 に な い か

と感 じた 。 注:ロ バ は低 所得 者 を意 味 す る とか 。

次 は主 要 な建 造 物 に つ い て 述 べ る。

西 ポ トマ ッ ク公 園 に あ る リン カー ン 記 念堂 は 豪

壮 な 白亜 の殿 堂 で,堂 内 に は 巨 大 な リン カ ー ン像

(写 真2)が 安 座 して い る 。 記 念堂 の 前 に あ る長

い リフ レ クテ ィ ン グ ・プー ル(反 射 池)の 先 方 に

映 る 高 い 尖 塔 は ワ シ ン トン記 念塔 で ワ シ ン トン市

の シ ン ボ ル の よ うに何 処 か ら で も見 られ る。 ポ ト

マ ッ ク 島 の 北端 に あ る トー マ ス ・ジ ェ フ ァー ソ ン

(民 主 党 創 設 者)記 念 堂 は ドー ム 状 の丸 屋 根 で リ

ンカ ー ン記 念堂 とは 趣 き を異 に す る。 こ こ か ら タ

イ ダ ル 湖 の 対 岸 に ワ シ ン トン記 念 塔,そ の 先 に ホ

ワ イ トハ ウ スが 直 線 状 に 位 置 す る 。 ホ ワ イ トハ ウ

スは 白亜 の 殿 堂 で,ア メ リカの シ ン ボ ル ら し く美

麗 な 建 造 物 で あ る。1814年 の 米 英 戦 争 で英 軍 の 焼

き討 ち に合 っ て 全 焼 し,1817年 に 再 建 さ れ 白 く塗

り替 え られ た の が そ の 名 の 由 来 と も言 われ る 。 内

部 は132室 と広 い の に 質 素 な感 じで,日 曜,月 曜

を除 く平 日は10時 ～12時 に 一 般 公 開 され て い るが,

写 真2リ ンカー ン座 像

内部 撮 影 は 禁 止 さ れ て い る。 ワ シ ン トン運 河 か ら

北 に 延 び るサ ウ ス ・キ ャ ピ タル ・ス ト リー トの 突

き当 りに連 邦 議 会 議 事 堂 の 偉 容 を見 る 。1793年 に

ワ シ ン トンが 礎 石 を置 き,1857年 に完 成 し た と言

わ れ る 。 真 中 の ドー ム の 高 さは77mで,そ の 頂 に

は 自由 の 女 神 の像 が 立 っ て い る 。 中央 ホ ー ル の 天

井 と壁 に は 大 き な壁 画 が 一 杯 で,各 ホー ル の 入 口

に は ブ ロ ン ズ と石 の 彫 像 が 多 く立 ち ,無 料 で 開 放

され た 美術 館 の よ うで あ る。

ス ミソ ニ ア ン航 空 宇 宙 博 物 館 に は 第1～ 第4回

まで の 宇 宙 船 ゼ ミニ が 展 示 され,月 の石 に も触 れ

る こ とが で き た 。 又,最 初 の フ ラ イ トで 有 名 な ラ

イ ト兄 弟 の 飛 行 機(模 型)や 前 大 戦 の 花 形 戦 斗 機

の グ ラ マ ン,ド イ ツ の メ ッサ ー シ ュ ミッ ト
,イ ギ

リス の ス ピ ッ トフ ァ イ ヤ ー,日 本 の ゼ ロ戦 も展 示

され て い る 。 夕 食 をハ ゲ イ タス ・レス トラ ン(海

鮮 料 理)で ロ ブ ス ター まが い の ク レ イ フ イ ッシ ュ

(巨 大 なエ ビ ガ ニ)を 味 わ っ た 。

3.メ リ ー一ラ ン ド州

ワ シ ン トンに2泊 して,翌 朝 バ ス で メ リー ラ ン

ド州 都 の ア ナ ポ リス へ,州 議 会 に マ イ ク ・ミラ ー

上 院 議 長 と ク ラ グ トン ・ミッチ ェ ル下 院議 長 を訪

問 した 。 最 初 の 挨 拶 で 「本 日は ア メ リカ の 国 旗 が

作 られ て175年 の 記 念 日に 当 り ます 。 南 北 戦 争 の

時 に,ポ トマ ッ ク川 を境 に して い た メ リー ラ ン ド

州 は 南 軍 へ の 参 加 を 呼 び か け られ ま した 。 現 在,

皆 様 を お迎 え し た此 の 部 屋 は キ ャ ム ア ップ と言 っ

て,元 は(1781年 ～1783年 まで の 間)連 邦 議 会 の

下 院議 場 で あ り,初 代 大統 領 の ジ ョー ジ ・ワ シ ン

トン が ダ ン ス を踊 っ た とこ ろ で す 。 この 事 と併 せ

て 皆 様 が 来 られ た こ と を非 常 に 名 誉 に 思 い ますof

と言 わ れ た 。 質 疑 応 答 に 入 り,両 議 長 さん の 所 属

に つ い て 民主 党 か 共 和 党 か と尋 ね た と こ ろ,上 院

議 長 が 「共 和 党 なん て知 りませ ん 。(笑)メ リー ラ

ン ド州 は 民 主 党 で 有 名 で す 。 下 院 は141名 の 議 員 の

内17名 が 共 和 党 で 残 り124名 が 民 主 党 で す 。上 院 は

40名 の議 員 中,7名 が 共 和 党 で33名 が 民 主 党 で すd

「ア ナ ポ リス 海 軍 兵 学 校 の 開 校 は何 年 頃 です か
」
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の 問 に,「 南 北 戦 争(1861年)よ り前 の1840年 代

で すd「 メ リー ラ ン ド州 でasの 問 題 は 何 で す か 」

に 対 し て,「これ は ア メ リカ 全体 の 問 題 で も あ り ま

す が,犯 罪 が 非 常 に 増 え て い る こ とです,こ れ は

麻 薬 と大 き く関 係 し て い ます 。 監 獄 を作 る こ と と

犯 罪者 の 扱 い方 が 大 き な 問 題 に な って い ます 。 日

本 は 昔 か ら家 族 の 連 帯 感 の 強 い こ とが 基 本 に な っ

て い る こ と を知 っ て お ります が,ア メ リカ で は 麻

薬 の ため 家庭 が 崩 壊 して お り ます 。 麻 薬 が 南 ア メ

リカか ら 入 り易 く,こ こ数 年 は 特 に 中毒 性 の 強 い

コ カ イ ンが 多 く,家 庭 だ け で な く教 育 の 崩 壊 も進

ん で い ますd「 「メ リラ ン ド と 日本 の結 び 付 きは

?」 に 対 して,「神 奈 川 県 と姉 妹 州 で あ り,メ リー

ラ ン ド ・パ シ フ ィ ッ ク湾 で とれ る 非 常 に 美味 し い,

ソ フ トシ ェ ル ク ラ ブ(脱 皮 直 後 の 柔 か い カ ニ)を

日本 に輸 出 して お り ます 。 又,ボ ル チ モ ア 湖 は大

き な 美 しい 湖 です か ら,ゴ ー ル ド観 光 で 日本 の 皆

様 に一 層 利 用 さ れ る こ とを 期 待 して お り ますd

「州 の 主 な産 業 は?」 に対 して ,「ここ は ワ シ ン ト

ンDCと 隣 り合 わせ で あ る ため,多 くの 人が 連 邦

政 府 と州 政 府 又 は 軍 の施 設 で働 い て い ます 。 又世

界 で 最 も大 き なパ シ フ ィ ッ ク湾 に 沿 って ウ ォ ー タ

ー フ ロ ン トか 長 い の で 水 産 業 が 盛 ん で すd「 日

本 につ い て の 感 想 は?」 に対 して 「日本 は 戦 後,

世 界が 期 待 した 以 上 の 成 功 を遂 げ ま した 。世 界 が

日本 の 家 族 本 位 の 考 え方 や,仕 事 に対 す る礼 儀 を

学 べ ば,良 い 国 に な る と思 い ますd「 消 費 税 に

つ い て の御 意 見 を」 に対 し 「ア メ リカ の 消 費 税 は

各州 に よ っ て 異 ります 。 メ リー ラ ン ド州 は5%で

す が,隣 の デ ィ ラ ウエ ア で は消 費 税 は 全 くあ り ま

せ んd大 変 有 意 義 な話 し を伺 っ て州 議 会 に 別 れ を

告 げ た 。

海 軍 兵 学 校 を 見学 の 後,ボ ル チ モ ア 港 の チ ャー

ト(海 図)・ ハ ウ ス ・レ ス トラ ンで 昼 食 を済 ませ

て,ハ ー バ ー ・タワ ー よ り全 市 を展望,シ ョ ッ ピ

ン グ と海 岸 の 散 策 を楽 しむ 。 有 名 な ホー ム ラ ン王

のべ 一 ブ ル ー ス の 生 家 が 記 念 館 とな っ て お り,長

島 と王 の サ イ ン ボ ー ル も展 示 して あ る。 夕方 ボル

チ モ ア 空 港 をYS-11よ り少 し小 さ い プ ロペ ラ機

(定 員100人 程)で ニ ュ ー ヨ ー ク に向 う。 乗 務 員

は パ イ ロ ッ トと黒 人 ス チ ュ ワー デ ス の2人 だ け 。

ドア の 開 閉 か ら機 内サ ー ビ ス ま で 彼女 が 甲斐 が い

し く働 くの に は 感 心 した 。1時 間 程 で ニ ュー ヨー

クの ケ ネ デ ィ空 港 に 着 陸,出 迎 えの バ ス に 乗 って

21時 頃 に シ ェ ラ トン ・セ ン ター ホ テル に チ ェ ッ ク

イ ン,遅 い夕 食 を頂 く。 ホ テ ル は7番 アベ ニ ュー

と52番 ス トリー トに あ るが,流 石,大 都 会 だ け あ

っ て,窓 か ら通 りを眺 め る と夜 中 も人通 りが 絶 え

な い 。

4.ニ ュ ー ヨ ー ク で

ニ ュー ヨー クの 第一 夜 は 明 け,朝 食 で ウ ェ イ ト

レ ス の優 しい サ ー ビ スで 睡 眠不 足 を忘 れ た感 じ。

専 用 バ スで 海 産 物 倉 庫 の 立 ち並 ぶ 海 の 玄 関 口,バ

ッテ リー パ ー ク よ りカー フ ェ リー で ブ ル ッ ク リン

へ,自 由 の 女 神 を間 近 に 見 て,し ば し洋 上 遊 覧 を

楽 しむ 。 洋 上 よ り眺 め るマ ンハ ッタ ン 島 の 高 層 ビ

ル群 の 景 観 は素 晴 ら しい 。(写 真3)続 い て総

領事 館 に,英(ハ ナ ブ サ)総 領 事 を訪 問 し,講 演 拝

聴,意 見 交 換 を行 っ て再 び 街 へ,マ キ 宝 石 店,テ

ィ フ ァニ ー に 立 ち寄 っ て14時 頃,日 本 料 理 店 「し

ん 和 」 で昼 食 をす ませ て 国 連 ビル を参 観 後,近 く

の 国 連 代 表 部 で 瀬 崎 国 連 大 使 の 講 演 と意 見 交 換 を

行 な う。 ジ ャパ ン ・オ ン ・ザ ・グ リー ク で ビ フ テ

キ の 夕 食 を とる 。21時 か らオ プ シ ョン でマ リオ ッ

ト ・マ ー キ ス ・ホ テ ル の49階 で 夜 景 を楽 しみ な が
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hこ ユー ジ カ ル とデ ィ ス コ に 夜 を更 か した 。

5.カ ナ ダ へ

朝食後,ホ テルをチェックアウ トしてバスで,

ラガーデ ィア空港へ,11時40分 に離陸 してモント

リオール ・カナダ国内空港に12時40分 到着 した。

日本料理店 「桂」で和食器に盛 られたお寿司,天

ぷ らを頂 く。室内にはお振 り袖が2着 ,美 しく衣

裄に掛けて飾られてお り,従 業貝 も皆和服姿で懐

かしく日本に居るような寛ぎを感 じた。15時 頃に

日本総領事館 を訪問 し岩崎総領事の講話 と意見交

換 を行って,市 内観光。ゴシック建築の粋を集め

た豪華なノー トルダム寺院,花 と緑で飾られたジ

ャック ・カルディエ広場(写 真4)を 散策して,芝

生 と樹木で広々 とした総督邸 と首相公邸 を見学。

ケベ ック州議会議事堂は花と緑に映え,国 章のメ

ープル(楓)並 木も美しい
。大西洋へ流れるセン

トローレンス河の河口から近いだけに,広 大な河

畔に敷 きつめた芝生 と森に囲まれた住宅街はゆっ

た りした感じである。カナダではフランス人が最

初の移民で英,仏 両国語が公用語であると聞いた。

6.オ タ ワ へ

翌 日は 早 朝 に ホ テ ル を 出発 し,モ ンテ キ ュ大 学 ,

マ ウ ン ト ・ロ イヤ ル 地 区 を経 由 して モ ン ト リオ ー

ル 空 港 に到 着,1時 間 後 に モ ン ト リオ ー ル 空 港 を

離 陸 し,30分 後 にオ タワ 空 港 に着 い た。 オ タ ワ市 内

(写 真5)を 視察 したが,モ ン トリオールと同様

にセン トローレンス河畔に展開した緑豊かな美し

い静かな街である。在カナダ 日本大使館でカナダ
ひろし

の歴史,経 済について北村汎駐加大使の講演と意

見交換が行われた。その中か らトピックを拾 って

みると,先 づ海部総理が就任早々,外 遊先にカナ

ダを選んだことで,カ ナダでは 日本の首相を高 く

評価 し,マ ルルー二首相,ク ラーク外務大臣,ソー

べ総督等は 自分達の 日程をキャンセルして観迎 し

て くれたとのこと。訪問先のアメリカやメキシコ

でも同様の効果があったと考えられる。これは私

達の訪問よ り数 日前のことである。又,カ ナダは

10州 もある広い国で隣の州に行 くにも飛行機が利

用されるために国内航空路が発達 して軽飛行機の

生産 も多 く日本の資産家 も買っていること。カナ

ダ最東のニューファウンドランド州でとれるシシャ

モを日本が大量に買って くれること,カ ナダは天

然資源に大変恵まれているため,日 本にとっては,

オース トラリヤ,ス イスと共に貿易赤字国である

こと。マルルー二政権は累積債務 を減 らすために

緊縮予算 を組み,生 産段階で課税する間接税 を計

画 しているので昨年11月47%だ った支持率が27 .7

%に まで下がっていること。現在の間接税はまっ

たくの蔵出し税(製 造業者 と卸売業者間だけ)で

その他には何 もないし,サ ー ビスに も課税 されな

いから税制改革が どうして も必要だ と言 うこと。

カナダか ら日本に輸出しているのは,エ ネルギー
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資 源(石 炭),木 材 や 菜 種,そ ば,し しゃ も,ロ ブ

ス ター,ズ ワ イ ガ ニ,上 質 の小 麦 粉 等 の 食 料 源 で

あ るが,ハ イ テ ク製 品 も買 って 貰 い た い との こ と。

因 み に,ア メ リカの 宇 宙 船 に つ け る宇 宙 活 動 用 の

ア ー ム(月 の砂,石 等 を収 集 し た)は カナ ダ 製 で

あ る。 カナ ダ で は 日本 語 の 教 育 も盛 ん で あ り,カ

ナ ダ 人 で 日本 の 高 校 や 中 学 で英 語 を教 え て い る 人

も 多 い。 大 使 館 を辞 去 して,国 会議 事 堂 を見 学 し

た が,こ こで も歴 代 の 首 相,英 雄 の 胸 像 や 立 像,

壁 画 か 見 事 で あ っ た 。

市 内 観 光 を終 って 夕 方,ノ ボ テ ル ・オ タ ワ ・ホ

テ ル に 到 着:。

7.hロ ン トへ

翌朝ホテルを出て,オ タワ空港 を離陸 してか ら

約1時 間で トロン ト空港に到着,空 港近 くの ヒル

トンホテルで昼食をとり,再 びバスで130粁 の道

程をナイヤガラへ。途中,ナ イヤガラ近 くの花時

計で下車,少 憩の後30分 程でナイヤガラの滝に到

着,カ ナダ滝側か ら小雨の中を雄大な大 自然の景

観に見 とれた。(写 真6)目 の前 を滔々 と滝壺に

争って流れ込む巨大な水流に呑み込まれそうな恐

怖感を覚 える。 カナダ滝の滝壷は水煙でよく見え

ないが,彼 方のアメリカ滝ははっきり全容 を誇示

してい る。その後,カナダ滝に近 いメィフェア斉藤

(群馬県人の斉藤さんが経営する土産物品店)で

ショッピングをしてナイヤガラを出発,18時30分

トロ ン トの ホ テ ル ・シ ェ ラ ン ト ・セ ン ター に チ ェ

ッ ク イ ン 。 夕 食 後 トロ ン ト市 内 を散 策 して1日 を

終 っ た。話 は前 に 戻 るが ア メ リカ滝 の 滝 幅 は300m

で カナ ダ 滝 は そ の2倍 半 と言 わ れ る 。西 よ りスペ

リオ ル 湖,ミ シ ガ ン湖,ヒ ュ ー ロ ン湖,エ リー 湖

と続 く四 大 湖 の 水 が エ リー 湖 と100mの 水 位 差 の

あ る オ ン タ リオ 湖 に 流 れ込 む途 中,バ ッ フ ァ ロ ー

市 の 付 近 で ナ イ ヤ ガ ラの 滝 とな っ て オ ン タ リオ 湖

に 注 ぎ,そ こか らセ ン トロー レ ン ス 河 とな っ て 大

西 洋 に 流 れ る。

8.オ ー ラ ン ドへ

朝4時 起 床,5時 ホ テ ル を出 発,朝 食 は 空 港 で,

カナ ダ 出 国,ア メ リカ入 国 の 手 続 き を 終 えて7時

半 に トロ ン ト空 港 離 陸,南 に 向 う。1時 間 後 に エ

リー 湖 南 岸 の都 市 ク リー ブ ラ ン ドに着 き空 港 で2

時 問 待 機,大 型 機 に 乗 りか えて10時 半 に 離 陸 し,

機 内 で 軽 食 を と り,13時 に オー ラ ン ド着,バ ス で

ケ ー プ ・ケ ネ デ ィー のNASA(航 空 宇 宙 基 地)へ,

そ の 入 口近 くの 海 鮮 料 理 店 で再 び昼 食 を と り,ケ

ネデ ィ ・スペ ー ス ・セ ン ター(ロ ケ ッ ト発 射 場)

を 見学 して オー ラ ン ドへ 戻 る途 中 の デ ィ ズニ ー ワ

ー ル ド ・ビ レ ッ ジKウ オ ル ト ・デ ィ ズニ ー の 生 地)

に夕暮 れ時 に到着,ヒ ル トン ・デ ィ ズ ニ ー ・ワー ル

ド ・ホ テ ル に チ ェ ッ ク イ ン 。24時 頃,親 類 の グロ

ー バ ー 夫 妻 の 来訪 を受 け,午 前2時 頃 ま で ホ テ ル

の バ ー で歓 談 して 別 れ た 。 翌 朝,デ ィ ズ ニ ー ・ワ
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一 ル ドの 施 設 で あ るエ プ コ
ッ トセ ン ター を 見学,

トン ネ ル 内 に装 置 さ れ た 電 気 仕 掛 の 人 形(写 真7)

の 歴 史 館 を電 気 自動 車 で 回 覧,三 越 レ ス トラ ン

(鉄 板 焼 き)で 昼 食後,モ ノ レー ル で マ ジ ッ ク ・

キ ン グ ダ ムへ,同 館 を見 学 して16時 頃 に オー ラ ン

ド空 港 に 向 う。

9.マ イ ア ミ へ

オー ラ ン ド空 港 で は再 び グ ロバ ー 夫 妻 の 見 送 り

を受 け る 。 マ イ ア ミ付 近 の 天候 不 良 の た め,飛 行

機 の 出 発 が 大 幅 に遅 れ,19時 半 頃 マ イ ア ミへ 向 け

て 出 発,離 陸 直 後 か ら雷 雲 に 見 舞 わ れ,機 の 右側

で イ ナ ズマ が頻 りに 走 って 塔 乗 客 は 皆 不 安 に 包 ま

れ る。 マ イ ア ミ上 空 に さ しか か っ て 美 しい海 岸 都

市 の 夜 景 が 拡 が る頃 に は 雷 雨 も止 ん で,20時 半,マ

イア ミ空 港 に無 事 着 陸 。 特 別 バ ス で ホ テル ・フ ァ

ウ ン テ ン ・ブ ル ー ・ヒル トン ・リゾ ー トに21時 チ

ェ ッ ク イ ン 。遅 い夕 食 を とっ て ベ ッ トイ ン。 翌 朝

は古 い 小 型 バ ス でマ イ ア ミ ビー チ へ,遊 覧船 で豪

華 な 別 荘(写 真8)の 立 ち並 ぶ ベ イ ・ハ ー バ ー ・

ア イ ラ ン ドを一 巡 後,ホ テ ル で昼 食 。 午 後 は16時

半 ま で マ イア ミ市 内 を視 察 し て,マ イア ミ空 港 へ,

18時20分 に マ イ ア ミ を出 発,ヒ ュ ー ス トン(ス ペ

ー ス ・シ ャ トル の 着 陸 管 制 基 地)に19時30分(現

地 時 間20時30分)に 着 陸,10分 後 に ロ サ ンゼ ル ス

へ 向 け て 出 発,22時10分 に ロサ ンゼ ル ス(東 京 と

の 時差16時 間)に 到 着 。23時 に ホ テ ル ・ウ ェ ス テ

ィ ン ・セ ンチ ェ リー ・プ ラザ に チ ェ ッ ク イ ン 。

10.ロ サ ンゼ ル ス

翌 朝 は ロデ オ通 り を散 策,バ ス で 市 内 観 光 ,現

地 の ガ イ ドの 懇 切 な 説 明 と女 性 運 転 手(黒 人)の

優 し い 心 遣 いに 感 心 。 途 中 の 自由 行 動 で テ ィ フ ァ

ニ ー 貴 金 属 店 や エ ク ス プ レス 骨 董 品店 に 立 ち 寄 る
。

昼 食 は 日本 料理 店 「大 和 」 で 。 午 後 は サ ン タモ ニ

カ ビー チ,ベ ニ ス ビー チ,ブ イ ッ シ ャー マ ン ズ ビ

レ ッ ジ を散 策 後,免 税 品 店 へ 。 夕 方,ハ リウ ッ ド

の チ ャ イニ ー ズ ・シア ター を 見学 ,映 画 の 街 の 雰

囲 気 は 十 分 感 じ られ た 。 シア ター 前 の 敷 石 に 刻 ま

れ た 有 名俳 優 のサ イ ン,手 形,足 形 等 が 観 光 客 の

足 を留 め る。 サ ン セ ッ ト通 りを経 由 して ホ テ ル に

帰 る 。19時 半 よ りホ テ ル の広 間 で 団長 主 催 の サ ヨ

ナ ラ ・パ ー テ ィの 折 に,9月 生 れ の 人(た ま た ま

女 性 ば か りで あ った)数 人 の た め に大 き な ケー キ

に ロ ー ソ ク を立 て て,誕 生 を祝 福 され,感 謝 の気

持 に ひ た りなが ら明 日の 別 れ を惜 ん だ 。

it.日 本 へ

朝 食後,荷 物 の 整 理 を終 え,ユ0時 に ホ テ ル を出

発 して 空 港 へ 。 ユ3時25分 ロサ ンゼ ル ス 発,全 日空

NHOO5便 で 日本 へ 飛 ぶ 。 途 中,日 付 変 更 線 を通 過

の瞬 間 に9月21日 か ら22日 に変 る。 約11時 間 後 の

16時35分 に 成 田着 。機 内 積 込 み の 荷 物 を探 し当 て

る ま で2時 間 近 く経 過,夜 更 け て 我 が 家 に着 く。

14日 間 の旅 は 恙 な く終 っ た 。

12.研 修 を終 っ て

研修 を終って学んだことをまとめて次に述べる。

(1)ア メリカ,カ ナダの急速な発展 をもたら

した原動力は,経 済的には,広 大な土地 と豊富な

資源を活用 して開拓当初から精力的に努力 を続け

たことであ り,政 治的には,多 民族国家を治め る

ために,人 種差別廃止,少 数民族の権利と文化の

保護,地 方 自治権の尊重,信 教の 自由等の民主化

政策 を先行 して進めたことであ り,文 化的には歴

代の政治家,英 雄,芸 術家,文 化人に対す る尊敬

の念が篤 く,歴 史的の遺産を護 り続けてきたこと
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であろうと考えた。

(2)貧 困と麻薬 と犯罪の悪循環 を断つことの

難 しさと,こ れが家庭(家 族関係)と 社会(治安)

の崩壊,ひ いては教育の荒廃につながることを理

解す ることができた。

その理由は,

中南米からの麻薬の密輸に対する取 り締 りは難

しいこと。

失業,無 気力,貧 困,麻 薬(ス トレス解消 と禁

断症状の苦痛か ら逃れるために買う),犯罪(麻 薬

代 を得 るため)も 連鎖すること。

麻薬(コ カイン)の 注射器を共用するためにエ

イズ患者が殖えていることである。

(3)私 達 は 落 語 家 の よ う に ジ ョー ク(上 品 な
しゃ れ

洒 落)が で き る よ うに 努 力 す る 必 要 が あ る と感 じ

た 。 ジ ョー クは政 治,社 交,教 育 等,日 常 生 活 の

す べ て に必 要 で あ り,世 の 中 を明 る くす る こ と を

悟 っ た。 ジ ョー クの うま い 人 は 頭 を使 うか ら他 人

の 意 見 を鵜 呑 み にせ ず 自分 の 意 見 をは っ き り言 う

こ とが で き る。 メ リー ラ ン ド州 議 員 の 会 話 とマ イ

ア ミビ ー チ に 行 っ た時 のバ ス の 運 転 手 の ジ ョー ク

に ア メ リカ人 の 平 均 的性 格 を知 っ た 。

(以 上)
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